
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外箱内に配設された水槽と、
　この水槽内にほぼ水平方向に指向する軸を中心に回転可能に配設されたドラムと、
　このドラムの胴部に、当該胴部に形成された開口部を開閉するように設けられたドラム
蓋と、
　前記水槽の上部に、当該水槽に形成された開口部を開閉するように設けられた内蓋と、
　前記水槽の開口部周縁部 前記内蓋との間を水密にシールするように設けられたパッキ
ンとを備えたドラム式洗濯機において、
　前記パッキンに、前記水槽の内外方向に複数段となるように複数段のリップを設け

ことを特徴とするドラム式
洗濯機。
【請求項２】
　パッキンの複数段のリップ

ことを特徴とする請求項１記載のドラム式洗濯機。
【請求項３】
　パッキンの複数段のリップのうちの一つのリップは、内蓋の

ことを特徴とする請求項 載のドラム式洗濯機。
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に

、こ
れら複数段のリップは、前記内蓋にあって水の浸入方向と交差する方向にそれぞれ段差を
もって設けられた複数の異なる面に対して接触する構成とした

のうちの一つのリップは、内蓋の閉鎖方向に向かって下降傾
斜している

ほぼ垂直面となる被接触面
に対してほぼ直交する方向から接触するように、水槽の開口部に沿って側方へ張り出した
構成である １記



【請求項４】
　パッキンの複数段のリップのうち

ことを特徴とする請求
項 載のドラム式洗濯機。
【請求項５】
　内蓋

ことを特徴とする請求項 載のドラム式洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ドラムを収容する水槽の上部に内蓋を有する、いわゆるトップオープンタイプ
のドラム式洗濯機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ドラム式洗濯機においては、洗濯物出入口と、これを開閉する扉との間に、これら
の間を水密にシールするためのパッキンが設けられている。この場合、パッキンは洗濯物
出入口側または扉側に取り付けられていて、このパッキンには、相手側に接触するひれ状
のリップが設けられている（例えば、特許文献１、特許文献２参照）。この場合、パッキ
ンのリップは１段のみである。
【０００３】
【特許文献１】
特開平１０－３２８４７３号（図３）
【０００４】
【特許文献２】
特開２００１－１６２０８６号（図１）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ドラム式洗濯機においては、トップオープンタイプと呼ばれるものがある。こ
のものは、外箱内に配設された水槽の上部に内蓋を設け、水槽内に回転可能に配設された
ドラムの胴部にドラム蓋を設け、さらに、外箱の上部に設けられたトップカバーに、外蓋
となる洗濯蓋を設けた構成となっている。この場合、水槽の開口部側または内蓋側にパッ
キンを設け、このパッキンを相手側に接触させることにより、これらの間を水密にシール
する構成となっている。
【０００６】
ところが、このようなタイプのドラム式洗濯機においては、ドラムの回転に伴う遠心力に
伴い、水槽の開口部と内蓋との間の接触部に水が浸入し易いという事情がある。このため
、上記したようにパッキンのリップが１段のみでは、シール性能が一層問題になるもので
あった。
【０００７】
本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、いわゆるトップオープンタ
イプのドラム式洗濯機において、水槽の開口部とこの開口部を開閉する内蓋との間のシー
ル性能の向上を図ることができるドラム式洗濯機を提供するにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記した目的を達成するために、請求項１の発明は、外箱内に配設された水槽と、この
水槽内にほぼ水平方向に指向する軸を中心に回転可能に配設されたドラムと、このドラム
の胴部に、当該胴部に形成された開口部を開閉するように設けられたドラム蓋と、前記水
槽の上部に、当該水槽に形成された開口部を開閉するように設けられた内蓋と、前記水槽
の開口部周縁部 前記内蓋との間を水密にシールするように設けられたパッキンとを備え
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最も内方側に位置したリップは内蓋の下面に接触する
ように配置され、前記内蓋の下面において、当該内蓋の下面に接触する前記リップの近く
で且つそのリップより内蓋の中央部寄りに位置させてリブを設けた

１記

において、パッキンと接触する付近に位置させてほぼ逆Ｕ字状をなす水返し部を設
けた １記

に



たドラム式洗濯機において、前記パッキンに、前記水槽の内外方向に複数段となるように
複数段のリップを設け

ことを特徴とする。
【０００９】
　上記した手段によれば、水槽の上部に内蓋を有した、いわゆるトップオープンタイプの
ドラム式洗濯機において、水槽の開口部周縁 設けられたパッキンのリップは、水槽の
内外方向において複数段で相手側の に接触するから、リップが１段のみの場合に比べ
てシール性能を向上させることが可能になる。
【００１０】
　 、パッキンの複数段のリップは、

、
複数段のリップが同じ面に接触する場合に比べて、シール性能を一層向上させることが可
能になる。
　請求項 の発明は、パッキンの複数段のリップのうちの一つのリップは、内蓋の閉鎖方
向に向かって下降傾斜していることを特徴とする。これによれば、内蓋を閉じる際に上記
リップによる抵抗が小さく、内蓋を閉じ易くできる。
【００１１】
　請求項 の発明は、パッキンの複数段のリップのうちの一つのリップは、内蓋のほぼ垂
直面となる被接触面に対してほぼ直交する方向から接触するように、水槽の開口部に沿っ
て側方へ張り出した構成であることを特徴とする。
　リップが水槽の開口部に対して内方または外方に傾斜していた場合、洗濯物を入れる場
合または出す場合に、洗濯物によって、リップが傾斜方向と逆方向に変形させられること
が起きやすい。これに対して、上記した請求項 のようなリップは、水槽の開口部に沿っ
て側方へ張り出した構成であるから、洗濯物を出し入れする際に洗濯物がそのリップに触
れても、そのリップは洗濯物の出し入れに従いやすくて変形し難く、耐久性が低下するこ
とを極力防止できる。
【００１３】
　請求項 の発明は、内蓋の下面において、パッキンの複数段のリップのうち

ことを特徴とする。これによれば、内蓋の下面に沿って流れる水がリ
ップ側へ進むことが上記リブによって阻止されるようになり、水がリップ側へ入り難くな
る。
【００１４】
　請求項 の発明は、内蓋において、パッキンと接触する付近に位置させて

水返し部を設けたことを特徴とする。これによれば、内蓋とパッキンとの間の接触
部に水が浸入したとしても、上記水返し部により水の勢いが弱められ、水がそれ以上浸入
することが規制されるようになる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施例について図面を参照して説明する。
まず、図４には、本発明を適用したトップオープンタイプのドラム式洗濯機の外観斜視図
が示されている。この図４において、外箱主体部１は、左右両側面部と背面部とを有し、
上から見てほぼコ字形をなしている。外箱主体部１の前面部には、前蓋２が取り付けられ
ている。これら外箱主体部１と前蓋２とにより、矩形箱状をなす外箱３を構成している。
【００１６】
外箱３の上部には、トップカバー４が装着されている。このトップカバー４には、洗濯物
出入口５が形成されていると共に、この洗濯物出入口５を開閉する洗濯蓋６が設けられて
いる。この洗濯蓋６は、外蓋として機能するもので、前蓋部６ａと後蓋部６ｂとを折り曲
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、これら複数段のリップは、前記内蓋にあって水の浸入方向と交差
する方向にそれぞれ段差をもって設けられた複数の異なる面に対して接触する構成とした

部に
内蓋

この場合 内蓋にあって水の浸入方向と交差する方向に
それぞれ段差をもって設けられた複数の異なる面に対して接触する構成としているので

２

３

３

４ 最も内方側
に位置したリップは内蓋の下面に接触するように配置され、前記内蓋の下面において、当
該内蓋の下面に接触する前記リップの近くで且つそのリップより内蓋の中央部寄りに位置
させてリブを設けた

５ ほぼ逆Ｕ字状
をなす



げ可能に連結した二つ折りタイプの構成となっていて、後蓋部６ｂの後端部がトップカバ
ー４に枢支されている。トップカバー４の右前部には、操作パネル７が設けられている。
【００１７】
図３は、上記外箱３とトップカバー４部分を取り除いた状態で示した内部構造が示されて
いる。この図３において、水槽１０はドラム状をなしていて、この水槽１０内に、ドラム
１１がほぼ水平方向に指向する軸１２を中心に回転可能に配設されている。このドラム１
１は、図示しないドラム用モータにより回転駆動されるようになっている。
【００１８】
ドラム１１は、図１及び図２に示すように、円筒状をなす胴部１３と、この胴部１３の軸
方向両側に配置された側板１４（図１、図２には片側のみ示す）とを組み合わせて構成さ
れている。胴部１３には多数の脱水孔１５，１６が形成され、側板１４の外面にはバラン
サー１７が取り付けられている。また、胴部１３の１箇所には、洗濯物出し入れ用の開口
部（図示せず）が形成されていると共に、この開口部を開閉するドラム蓋１８（図３参照
）が開閉可能に設けられている。
【００１９】
上記水槽１０は、図１及び図２に示すように、水槽胴部２０と、この水槽胴部２０の軸方
向両側に配置された水槽側板２１（図１、図２には片側のみ示す）とを組み合わせて構成
されている。水槽１０の上部には矩形状の開口部２２が形成されていて、この開口部２２
の周縁部にパッキン取付枠２３が取り付けられていると共に、このパッキン取付枠２３に
、弾性を有する矩形枠状のパッキン２４が取り付けられている。また、水槽１０の上部に
は、その開口部２２を開閉する内蓋２５が設けられている。この内蓋２５は、後端部がヒ
ンジ部２６を介して水槽１０の上部に枢支されていて、前部に設けられたロック機構２７
により閉鎖状態にロックされると共に、そのロックの解除が可能な構成となっている。
【００２０】
内蓋２５は、内板２９と外板３０とを組み合わせて中空状に構成されていて、内外方向に
比較的厚くなった構成となっている。内蓋２５の下面側となる内板２９の外周縁部には、
下面側が開口した逆Ｕ字状をなす水返し部３１が枠状に形成されている。また、この水返
し部３１より内側に位置させて、内板２９の下面に、下向きのリブ３２が突設されている
と共に、このリブ３２のさらに内側に位置させて、下面が開口した溝部３３が形成されて
いる。
【００２１】
ここで、内蓋２５の側面において、水返し部３１の外側面を第１の被接触面３４、この第
１の被接触面３４の内側に存する側面を第２の被接触面３５と称する。これら第１及び第
２の被接触面３４，３５は、ほぼ垂直面となっている。また、内板２９の下面において、
リブ３２の外側に位置する部分を第３の被接触面３６と称する。これら第１～第３の被接
触面３４～３６は、内蓋２５にあって水の浸入方向である内外方向（図１の矢印Ａ方向）
と交差する方向に段差をもって存しており、異なった面となっている。
【００２２】
次に、上記パッキン２４について、主に図１及び図２を参照して詳述する。パッキン２４
は、パッキン取付枠２３の上面に沿うように配置された平坦な上面部２４ａと、この上面
部２４ａから垂下した第１の側面部２４ｂと、この第１の側面部２４ｂの下端に連なり上
面部２４ａとほぼ平行な段部２４ｃと、この段部２４ｃから垂下し第１の側面部２４ｂと
ほぼ平行な第２の側面部２４ｄとを一体に有した階段状をなしている。
【００２３】
そして、上面部２４ａの外周部には、上向きの突条部４０が枠状に設けられている。この
突条部４０は、内蓋２５の閉鎖状態で、その内蓋２５の外側に位置される。第１の側面部
２４ｂには、上下方向の中間部に位置させて第１のリップ４１が枠状に設けられている。
この第１のリップ４１は、内蓋２５の閉鎖方向である下方に向かって下降傾斜していて、
内蓋２５の閉鎖状態で、図１に示すように第１の被接触面３４に斜めから接触する構成と
なっている。
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【００２４】
第２の側面部２４ｄには、上下方向の中間部に位置させて第２のリップ４２が枠状に設け
られている。この第２のリップ４２は、水槽１０の開口部２２に沿って側方へ張り出して
いて、内蓋２５の閉鎖状態で、図１に示すように、ほぼ垂直面となる第２の被接触面３５
に対して直交する方向から接触する構成となっている。
【００２５】
第２の側面部２４ｄの下端部には、第３のリップ４３が枠状に設けられている。この第３
のリップ４３は、第２のリップ４２とほぼ平行な状態で内方に向けて張り出していると共
に、先端部４３ａが上方に向けて突出していて、内蓋２５の閉鎖状態で、図１に示すよう
に、内蓋２５の下面となる第３の被接触面３６を下方から覆うように、当該第３の被接触
面３６とオーバーラップすると共に、先端部４３ａが第３の被接触面３６に線接触する構
成となっている。
【００２６】
上記ドラム１１の胴部１３にあって、図１に示すように、パッキン２４の第１～第３のリ
ップ４１～４３と内蓋２５との接触部に対応する部分１３ａには脱水孔は形成されておら
ず、その接触部の内側（図１において左側）には脱水孔１５が形成され、また、その接触
部の外側（図１において右側）には脱水孔１６が形成されている。
【００２７】
上記構成において、ドラム１１内に洗濯物を入れたり、出したりする場合には、外蓋とな
る洗濯蓋６を開放すると共に、図３に示すように内蓋２５を開放させ、さらにドラム蓋１
８を開放させた状態で行う。洗濯運転や乾燥運転は、上記洗濯蓋６、内蓋２５及びドラム
蓋１８をそれぞれ閉鎖した状態で行う。
【００２８】
ここで、内蓋２５を閉鎖した状態では、図１に示すように、パッキン２４に水槽１０の内
外方向Ａに３段となるように設けられた第１～第３のリップ４１～４３が閉鎖状態の内蓋
２５の第１～第３の被接触面３４～３６に接触することで、水槽１０と内蓋２５との間が
水密にシールされる。
【００２９】
この場合、第１～第３のリップ４１～４３は、水槽１０の内外方向Ａに３段となるように
設けられているから、リップが１段のみの場合に比べてシール性能を一層向上できる。ま
た、これら第１～第３のリップ４１～４３は、内蓋２５にあって水の浸入方向となる内外
方向Ａと交差する方向に違う面となる第１～第３の被接触面３４～３６に接触する構成と
なっているから、シール性能を一層向上できる。
【００３０】
第１～第３のリップ４１～４３のうち、最も外方側に位置した第１のリップ４１は、当該
第１のリップ４１よりも内方側に位置した第２及び第３のリップ４２，４３よりも、水槽
１０の開口部２２から外側へ遠ざかった位置に配置しているので、洗濯物を出し入れする
際に洗濯物がその第１のリップ４１に当たり難く、当該第１のリップ４１が変形し難く、
耐久性を向上できる。また、その第１のリップ４１は、内蓋２５の閉鎖方向に沿って下降
傾斜しているので、内蓋２５を閉じる際にその第１のリップ４１による抵抗が小さく、内
蓋２５を閉じ易くできる。
【００３１】
第１～第３のリップ４１～４３のうち、中間に位置する第２のリップ４２は、内蓋２５の
ほぼ垂直面となる第２の被接触面３５に対してほぼ直交する方向から接触するように、水
槽１０の開口部２２に沿って側方へ張り出した構成となっているから、洗濯物を出し入れ
する際に洗濯物がその第２のリップ４２に触れても、その第２のリップ４２は洗濯物の出
し入れに従いやすくて変形し難く、耐久性が低下することを極力防止できる。
【００３２】
第１～第３のリップ４１～４３のうち、最も内方側に位置した第３のリップ４３は、内蓋
２５の下面となる第３の被接触面３６を下方から覆うように当該第３の被接触面３６とオ
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ーバーラップする構成であるから、この第３のリップ４３により、水が水槽１０の内外方
向Ａの外方側へ進むことを極力防止することができ、シール性能を一層向上できる。また
、その第３のリップ４３は、先端部４３ａが第３の被接触面３６に線接触する構成として
いるので、その第３のリップ４３は、内蓋２５やパッキン２４のゆがみなどの影響を受け
難く、シール性を確保できる。
【００３３】
内蓋２５の下面において、第３のリップ４３より内側（図１において左側）に位置させて
リブ３２を設けているので、内蓋２５の下面に沿って流れる水が第３のリップ４３側（図
１の矢印Ｂ参照）へ進むことが上記リブ３２によって阻止されるようになり、水が第３の
リップ４３側へ入り難くなる。この場合、内蓋２５の下面において、リブ３２の内側に溝
部３３を設けているので、内蓋２５の下面の水が第３のリップ４３側へ一層進み難くなる
。
【００３４】
内蓋２５において、パッキン２４の第１のリップ４１と第２のリップ４２とに接触する付
近に位置させて水返し部３１を設けているので、内蓋２５とパッキン２４との間の接触部
に水が浸入したとしても、上記水返し部３１により水の勢いが弱められ、水がそれ以上浸
入することが規制されるようになる。
【００３５】
ドラム１１の胴部１３において、パッキン２４の各リップ４１～４３と内蓋２５との接触
部に対応する部分には脱水孔を形成せず、その接触部の内側と外側の双方に脱水孔１５，
１６を形成する構成としたので、胴部１３の脱水孔１５，１６から出た水が、パッキン２
４の各リップ４１～４３と内蓋２５との接触部に直接当たり難くなるため、その接触部に
水が浸入し難くなる。
【００３６】
本発明は、上記した実施例にのみ限定されるものではなく、次のように変形または拡張で
きる。
パッキン２４のリップは、３段に限られず、２段、或いは４段以上としてもよい。
【００３７】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によれば、水槽の上部に内蓋を有した、いわゆる
トップオープンタイプのドラム式洗濯機において、水槽の開口部周縁部と内蓋との間に設
けられたパッキンのリップは、水槽の内外方向において複数段で相手側に接触するから、
リップが１段のみの場合に比べてシール性能を向上させることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例を示すもので、内蓋を閉鎖した状態での要部の縦断面図
【図２】　内蓋を少し開けた状態での要部の縦断面図
【図３】　外箱及びトップカバーを取り除き、かつ内蓋を開いた状態で示す要部の斜視図
【図４】　ドラム式洗濯機の外観斜視図
【符号の説明】
３は外箱、４はトップカバー、６は洗濯蓋、１０は水槽、１１はドラム、１２は軸、１３
は胴部、１５，１６は脱水孔、１８はドラム蓋、２２は開口部、２３はパッキン取付枠、
２４はパッキン、２５は内蓋、３１は水返し部、３２はリブ、３４は第１の被接触面、３
５は第２の被接触面、３６は第３の被接触面、４１は第１のリップ、４２は第２のリップ
、４３は第３のリップ、４３ａは先端部を示す。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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